
えべつまちづくり未来構想
1　江別市総合計画について

第2章

　江別市では、「江別市自治基本条例（平成２１年条例第２２号）」に基づき、総合的・計画的なまち
づくりを行うため、未来のまちの方向性を示す総合計画を策定することとしています。
　現在は、ゆれ動く国際情勢をはじめ、景気の変動や、感染症の流行、大規模災害の発生などによって
不安定な社会経済状況の中にあり、近い将来を見通すことが非常に難しい時代です。
　しかし、このような状況でも、みんなで力を合わせ、これまでの意識や行動を、ときにつつましく、
ときに力強く変えていくことで、「住み良いまち江別」を守っていくことができると考えます。
　この「住み良いまち」を守り、このまちに暮らす、みんなの幸せがいつまでも続くよう、市民と行政
の協働により、未来の江別市に希望を持って描いた「えべつ未来づくりビジョン（第７次江別市総合
計画）」のもと、新たな時代を歩んでいきます。

（１） 計画を策定する目的

　総合計画は、「えべつまちづくり未来構想」と「えべつ未来
戦略」の２本柱で構成します。
　なお、「えべつまちづくり未来構想」は、「まちづくりの基本
理念」や、１０年後の「将来都市像」などから成る「めざすま
ちの姿」をはじめ、これらを実現するための必要な手立てで
ある「まちづくり政策」で構成しています。
　また、「えべつ未来戦略」では、江別市の特色や優れた点を生かして、まちの魅力を高めながら、
課題の解決につながるテーマを設定し、その実現に必要な手立てを「まちづくり政策」の中から選び、
重点的・集中的に取り組んでいく内容を示します。
　さらに、それぞれの分野の具体的な取組などは個別計画で定め、総合計画の方針に合わせて推進
していきます。
　そのほか、総合計画と個別計画に基づく具体的な方針である「施策展開方針」を組織ごとに策定
して推進するとともに、毎年度、ＰＤＣＡサイクルによって、見直していきます。

（２） 計画の構成と期間
① 構成

14

えべつまちづくり
未来構想

えべつ未来戦略
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ＰＤＣＡサイクルによる施策の推進・見直し

　ＰＤＣＡサイクルとは、計画（Plan・プラン）に基づく施策を実行（Do・ドゥ）し、実行
結果を評価（Check・チェック）し、評価結果をもとに、より良くなるように実行内容を
改善（Action・アクション）することで計画を見直すという流れを繰り返す（サイクル）
進め方です。

第７次江別市総合計画

手段
目標

目
標

重点的・集中的に
取り組む施策

えべつ未来戦略
　江別市の特色や優
れた点を生かして、まち
の魅力を高めながら、
課題の解決につなが
るテーマを戦略として
設定し、重点的・集中
的に取り組む内容

めざすまちの姿

まちづくり政策

基本理念 将来都市像

各分野で取り組む内容

えべつまちづくり未来構想

「総合計画（まちづくり政策）」と「個別計画」を進める手段（事業）

分野や政策ごとに策定する計画

整合

整合

個  別  計  画

施策展開方針

手段 目標

計画をつくる（見直す）P Plan プラン

施策を実行するD Doドゥ

内容を改善するA Action アクション

結果を評価するC Check チェック
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（３） 策定する上で大切にしたこと

① 分かりやすい計画にすること

　市民の皆さんと、江別市に関わる多くの方々が、まちの課題や、まちづくりの方向性を共有できる
よう、分かりやすい構成と表現に努めました。

② 市民の皆さんの声を取り入れた計画にすること

　「江別市自治基本条例」に基づき、市民参加型の取組を通じて、多くのご意見をいただきながら
策定作業を行いました。
　また、総合計画の案は、江別市行政審議会で審議いただいたほか、意見公募（パブリックコメン
ト）などのご意見を反映して、策定することを目指しました。

③ 未来に希望が持てる計画にすること

　策定の過程では、様々な課題を把握しながら、江別市が持つ強みや魅力、可能性を再確認して、
これらを最大限に生かし、大切にすることで、変化の激しい時代でも、江別市の未来に希望を持つ
ことができる計画を目指しました。

　総合計画の期間は、令和６（２０２４）年度から令和１５（２０３３）年度までの１０年間とします。
　なお、「えべつまちづくり未来構想」は、５年後に見直すことを検討します。
　また、「えべつ未来戦略」は、５年後に見直すほか、社会や経済の状況に対応しながら、戦略の効果
を高めるため、必要に応じて見直しを行います。

② 期間

● えべつまちづくり未来構想

● えべつ未来戦略

令和6（2024）年度～令和15（2033）年度

必要に応じて中間で見直し

毎年度見直し

個別計画施策展開
方針

個別計画ごとに、
それぞれ見直し

総合計画

前 期 後 期
令和6年度ー令和10年度
（2024-2028）

令和11年度ー令和15年度
（2029-2033）
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④ 持続可能なまちづくりを行う計画にすること

　全国的な課題である人口減少対策を行いながら、活力のあるまちづくりを進めていく、国の地方
創生の考え方を大切にしながら、総合計画の策定に努めました。
　また、持続可能なまちづくりを進めるために必要な視点として、ＳＤＧｓ（※）の目標達成を意識
した計画になるよう、努めました。

※「持続可能な開発目標：Sustainable Development Goals」という意味で、世界中で起こっている環境問題、差別・貧困・　
   人権に関する問題などを、令和１２（２０３０）年までに解決していくことを目指しています。平成２７（２０１５）年の
   国連サミットにおいて、加盟国の全会一致で採択されました。



できるだけ多くの声を集めました

計画案に反映

 この計画ができるまで・・・

市民アンケート調査

　市内高校の全生徒を対象に、江別市のイメー
ジや将来の望む姿などを聞きました。

高校生Ｗｅｂアンケート調査 えべつの未来づくりプロジェクト

　市役所1階に設置
した専用スペースや
インターネットを通じ
て、幅広い年代の方
から、江別市の魅力や
未来についての意見
をいただきました。

策定作業は江別市の職員が一丸となって行いました

全職員から意見を収集若手職員のミーティング参加

多くの職員が参加した検討会議

　市長をトップとした庁内における3層構造の
検討会議では、様々な役職の多くの職員が計画
の策定に加わりました。

　若手職員が、「えべつの未来づくりミーティ
ング」に参加し、市民の皆さんの意見を聞きな
がら、まちづくりに
対する自身の思い
を発言し、意見を交
わしました。

　市の全職員を対象に
アンケート調査を行い、
市の現状分析や、今後、
重点的に取り組むべき
分野や方向性について
の意見を集めました。

市民5,000人を対象に、日常生活の満足度や、将来のまちづくりに対する意見などを聞きました。
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いろいろな立場の声を直接聞きました

　計画案は、学識経験者や関係
団体の代表者、公募市民で構成
される「江別市行政審議会」で審
議いただきました。

　策定方針や計画案の作成時に市民
の皆さんの意見をお聞きしました。

　説明会を開催し、市民の皆さんに
計画の内容をお知らせしました。

● 行政審議会での審議

市民の皆さんとの協働で計画完成へ

● 意見公募（パブリックコメント）

● 市民説明会

　少人数で構成するカテゴリー別のグループを全30グループ設定
し、江別市の未来について語り合うミーティングを延べ３１回実施
しました。

えべつの未来づくりミーティング 《カテゴリー》
子育て世代、高齢者世代、自治会、
産業界、福祉関係団体、ＮＰＯ、
市内中学・高等学校の生徒、
市内4大学の学生など
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2  まちづくりの主な課題

　日本の人口を国勢調査の結果で見ると、平成２２（２０１０）年の１億２，８０５万７，３５２人をピークに
減少が始まり、最新の令和２（２０２０）年調査結果では、約２００万人減の１億２，６１４万６，０９９人に
なりました。
　また、全国１，７１９市町村のうち、１，４１９市町村（８２．５％）で人口が減少する結果となりました。
　さらに、令和４（２０２２）年の出生数は、明治３２（１８９９）年の統計開始以降、過去最少の７７万人
となり、少子化は、国の推計よりも早く進んでいます。

（１） 人口減少対策
■ 背景

■ 江別市の人口の推移と今後の推計（国勢調査結果）江別市の人口の推移と今後の推計（国勢調査結果）

【市独自推計（令和4年）】【市独自推計（令和4年）】

江別市の課題

　江別市の人口の推移を国勢調査の結果で見ると、平成１７（２００５）年をピークに人口が
減少し始めましたが、令和２（２０２０）年には、再び増加に転じて１２万人を維持する結果と
なりました。
　しかし、今後は江別市においても、本格的な人口減少と少子高齢化の波が押し寄せてくる
ことが見込まれており、これによって、労働力の不足をはじめ、地域経済の縮小など、様々な
問題が大きくなってきます。
　このような状況の中、江別市では、人口減少を重要な問題ととらえて、まちの魅力や、若い
世代が多い人口構成であることなどの強みを生かしながら、人口減少対策を行っていく必要
があります。
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　地域経済は、国際情勢の変化によって、物価が急激に上昇するなどの影響を大きく受けており、
今後も厳しい状況が続くことが見込まれます。
　また、人口の増減と経済は、相互に関連するとされており、人口減少が経済の縮小を招き、また、
経済の縮小が人口減少を加速させるという流れの中で、働く世代の人口減少によって様々な産業で
深刻な労働力不足が起こっています。
　このような状況の中、持続可能で元気な経済をつくるため、地域の特性を生かした、まちの経済
活性化のための取組をはじめ、働く人が多様な働き方を選択できる環境づくりが求められています。

（２） まちの経済活性化
■ 背景

江別市の課題

　江別市内の経済を活性化させるために、産業の振興を通じて働く場を増やすなど、まちの
活力を創り出すための取組が必要です。
　また、市内企業や各種団体などと広く連携しながら、江別市が持つ多くの地域資源を有効
に活用するほか、良好な交通アクセスなどの強みを生かすなど、地域特性を踏まえた企業
誘致を行う必要があります。
　さらに、江別市内で働く方が、働きがいやチャレンジ精神を持てるような取組も積極的に
行う必要があります。
　そして、江別市が持つ様々な魅力を積極的に発信し、身近で気軽に楽しめる観光振興に
取り組む必要があります。

　国は、「全国どこでも誰もが便利で快適に暮らせる社会」を目指して、あらゆる課題の解決に、デジ
タルの力を活用した取組を行う方針を打ち出しました。
　中でも、地方の問題として挙げられているのは、人口減少・少子高齢化をはじめ、東京圏への人口
集中や、地域産業の元気がなくなっていることなどですが、これらの状況をデジタル技術の活用によっ
て改善し、地域の個性を生かしながら活性化して、地方が日本の主役になる未来を目指しています。

（３） デジタル技術の活用
■ 背景

江別市の課題

　江別市でも、国の方針を受け、人口減少が進んだとしても、これまでの暮らしの質を下げる
ことなく、また、人と人とのつながりを大切にしながら、みんながデジタル化の便利さを感じ
ることのできる、心豊かで住み良いまちづくりを行う必要があります。
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　日常生活や社会経済活動などで排出された温室効果ガスによって引き起こされている地球温暖化
や気候変動は、世界的に深刻な問題となっています。
　各国が二酸化炭素などの温室効果ガスの排出削減に取り組む中、日本においても令和２（２０２０）年
に「２０５０年カーボンニュートラル」を目指すことを宣言しました。
　また、地球上の生態系に大きな影響を与えていることも大きな問題となっており、生物の多様性を
保全し、資源を持続可能な形で利用していくことが求められています。

（４） 脱炭素・循環型社会への対応
■ 背景

江別市の課題

　江別市では、公園や市街地などの身近に感じられる緑の空間から道立自然公園野幌森林
公園に代表される大自然まで、豊かな自然環境を大切にしたまちづくりが進められており、
大きな魅力になっています。
　脱炭素・循環型社会に対応しながら、この美しく、豊かな環境を保ち続け、次の世代に引き
継いでいくために、市民一人ひとりが環境に負荷をかけない意識を持ち、日常生活をはじめ、
様々な活動を通じて、地球環境にやさしい取組を実践していく必要があります。
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　現在、地域におけるつながりは、価値観・ライフスタイルの多様化や、高齢化に伴う地域活動の担い
手不足などによって、近所付き合いや、日頃の見守りなどの地域で暮らす住民同士の関わりが弱まっ
ており、地域コミュニティの維持が難しくなっています。
　こうした状況は、困り事があっても相談できずに孤立につながるほか、ひと昔前であれば、近所付き
合いの関わりによって防げたと思われる、子どもや高齢者をねらった犯罪の発生につながるなど、
大きな社会問題になっています。

（５） 地域のつながりづくり
■ 背景

江別市の課題

　江別市でも、地域活動の担い手不足や自治会加入率の低下などが問題になっていますが、
住み慣れたこの地域で、安全に安心して暮らし続けるためには、地域における支え合いと助け
合いが非常に重要です。
　また、地域における住民同士のつながりは、住み良いまちづくりの重要な要素であるため、
若い世代の地域活動への参加による、担い手不足の解消をはじめ、幅広い世代の参加に
よる、見守り、支え合い、助け合うためのつながりを、地域と行政が共に築き上げていく必要
があります。
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　様々な個性を持つ人が、能力を発揮できる社会が求められる中、性別や年齢、国籍、障がいの
有無、性的指向・性自認など、個々に異なる多様性（ダイバーシティ）を理解し、受け入れることは、
持続可能な社会をつくるために、とても重要なこととされています。
　さらに、現在は、多様性が受け入れられるだけではなく、多様な主体が尊重され、認め合う社会の
実現に向けた機運が高まっています。

（６） 共生社会への対応
■ 背景

江別市の課題

　江別市では、これまでも男女共同参画や女性活躍の推進をはじめ、高齢者や障がい者、
若者などが集い交流する、生涯活躍のまちを目指して取り組んできたほか、ＬＧＢＴなどの性的
少数者（性的マイノリティ）への理解が広がるよう、パートナーシップ宣誓制度を導入するなど、
共生社会の形成に向けた取組を行ってきました。
　今後も、まちづくりの基本的な考え方である「協働」の視点に加えて、様々な分野において、
多様な主体がありのままで、誰もがいきいきと暮らせる共生の社会を目指して取り組んでい
く必要があります。
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　地方行政では、人口減少や少子高齢化が進む中、デジタル化への対応や、施設の改修・更新など、
多くの行政課題に伴う支出が増えています。
　こうした中、地方自治体は、多様化する市民ニーズや新たなニーズに的確に対応しながら、未来へ
の投資が可能なまちを実現するため、限られた人的資源と財源を効果的に活用した、健全な行財政
運営が求められます。
　また、これからの時代は、他自治体などが連携し、課題の解決に向けた広域的な取組の重要性が
高まっています。

（７） 持続可能な行財政運営
■ 背景

江別市の課題

　江別市でも、今後は、高齢化に伴う社会保障費の増加や、公共施設の老朽化への対応、
また、デジタル化の推進など、これまで以上に厳しい行財政運営が見込まれています。
　このような状況に対応するため、事業の見直しなどを行いながら、人口減少対策や企業
誘致などを積極的に行い、市税収入の確保に努める必要があります。
　また、将来を担う市職員の人材育成にさらに力を入れるほか、他自治体などとの連携を
図り、限りある資源と財源を最大限に有効活用するなど、将来にわたって安定した行財政運営
を行う必要があります。
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３ めざすまちの姿
　これから江別市が目指すまちの姿として、「まちづくり
の基本理念」と、その理念に基づく取組によって実現を
目指す「将来都市像」のほか、「将来人口の考え方」と、
土地利用や施設整備を進めるための「都市づくりの方向
性」を掲げます。

（１） まちづくりの基本理念

① いつまでも元気なまち

　全ての人と経済が元気でいられるよう、福祉や医療の充実をはじめ、文化やスポーツなどの生涯
を通じて取り組める活動を盛り上げ、健康と心の豊かさを保つとともに、地域経済を支える産業
の活性化に取り組み、人が集い、行き交う、にぎわいのあるまちを目指します。

② みんなで支え合う安心なまち

　みんなが手を取り合って安心して暮らせるよう、人と人とのつながりを大切にした協働の取組を
充実させるとともに、地域防災力の向上に取り組み、安全で安心な生活を送ることができるまち
を目指します。

③ 子どもの笑顔があふれるまち

　いつも子どもが笑顔でいられるよう、安心して産み育てられる環境を整えるとともに、子どもが
いきいきと学べる環境づくりに取り組み、健やかに成長するまちを目指します。

④ 自然とともに生きるまち

　人と自然が共に生きることができるよう、道立自然公園野幌森林公園や石狩川などの身近に
感じられる豊かで美しい自然を守るとともに、地球環境に配慮した取組を行い、環境にやさしい
まちを目指します。

⑤ 新しい時代に挑戦するまち

　社会や経済が変化する中でも、住みやすいまちであり続けられるよう、デジタル技術を活用し
た取組などの新たな分野に挑戦するとともに、市民、企業、大学などの関係機関との協働により、
新しい価値を創造するまちを目指します。




